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マニフェストに示した施策の取組結果（令和２年度分は、実績見込みを含みます。）

を自己採点し、「マニフェスト レポート」としてお示しします。 

 

■マニフェストの取組結果（７分野８８の新定番の取組結果） （全８８施策） 

取 組 結 果 施策数 比 率 

５ マニフェストを完全に実現した ３７ ４２.０％ 

４ マニフェストをほぼ実現した ４２ ４７.７％ 

３ マニフェストを実現するため、事業を開始、 

又は既存事業を拡大した  
 ５  ５.７％ 

２ マニフェストを実現するため、調査・検討を始めた  ２  ２.３％ 

１ 未着手  ２  ２.３％ 

合  計 ８８ １００％ 

 

【７つの分野別の取組結果（レーダーチャート）】 
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８９.７％ 
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■ 若者が住みたくなる、亀山Ｑｕａｌｉｔｙ。 

「そして、親となる」定住促進プロジェクト  

 

●令和 2 年 3 月に、「子どもの笑顔が輝く 子育て交流のまち かめやま」を基本理念

とする第２期亀山市子ども・子育て支援事業計画を策定しました。 

子ども・子育てに関する取り組みを進めることにより、亀山市は、１５歳未満の年

少人口比率が県下１４市中、第１位を継続しています。 

●近年の女性の社会進出や共働き家庭の増加に加え幼児教育・保育の無償化 等によ

り保育ニーズが高まっている中で、低年齢児の待機児童の解消のため、 平成２９

年度には、小規模保育事業施設の新設を支援し、低年齢児の受け皿の拡充を図り、

平成３０年度には、市内小規模保育事業施設２か所の利用定員の増加等により、さ

らなる受け皿の拡充を行いました。一方、平成３０年度から令和元年度にかけ公設

による放課後児童クラブの新規設置や民間による放課後児童クラブ新設への支援

を行い、現在２０か所の放課後児童クラブに運営の補助を行い、子どもたちに放課

後や夏休みなどの適切な生活の場を提供することができました。 

 ●子育て世代包括支援事業では、母子健康手帳交付時に専門職による妊娠・出産・子

育てに関する面談などを行い子育てプランを作成するなど、妊娠期から子育て期に

わたるまで切れ目のない包括的な支援体制を整備することができました。 

●子育てに対する意識が高まるような講座や各種イベントを開催し、これらの情報発

信ツールとして、SNS を利用した「LINE＠子育てかめやま」の運用を開始するな

どの様々な取組により親同士の交流や情報共有等が図られ、子育てが孤立しない環

境づくりにつなげることができました。 

●新型コロナウイルス感染症対策として、亀山版/特別定額給付金制度「はぐくみ」

を創設し、子育て世帯の経済的負担の軽減を図りました。 

●全小学校で学校運営協議会が設置され、地域資源を生かした特色ある教育活動や地

域との連携・協働等、特色を生かした取組を行うことができました。 

 ●定住支援員を配置したほか、移住フェアへの出展、移住体験ツアーの開催を行

い、また、シティプロモーション専用サイトをホームページ上に立ち上げ、本市

への定住の促進を図りました。 

 
 

主要事業で位置付けられた事業数:１２  事業費:１６億８,８５３万円 

＋２戦略プロジェクト 

福祉医療費助成事業（子ども）・子育て世帯包括支援事業・放課後子ども

教室推進事業・放課後児童クラブ事業・移住交流促進事業 他７事業 

地方創生 
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■ 最後の市街地再生への切り札！ 

「亀山駅周辺再開発」プロジェクト 

 

●立地適正化計画及び都市マスタープランを策定し、コンパクト・プラス・ネットワ

ークの構築に向けた方針を整理するとともに、中心的都市拠点となるＪＲ亀山駅周

辺においては、回遊性の高い複合都市機能集積地の形成に向け、具体的な整備方針

となるエリアプランの策定に着手しました。 

●ＪＲ亀山駅周辺におけるにぎわいづくりと機能向上を図るため、亀山駅周辺２ブロ

ック地区市街地再開発組合への支援を行い、市街地再開発事業に係る平成３１年２

月に組合設立及び権利変換計画の三重県知事の許可を得て、事業の進捗を図ること

ができました。 

現在、活力ある市街地の形成に向け、核となる亀山駅周辺 2 ブロック地区第一種市

街地再開発事業による公益施設、商業施設、住宅が入る施設建築物や道路・駅前広

場の整備が進められています。本年１１月６日には、施設建築物新築工事の起工式

が行われました。 

また、居住環境や安全性の向上に向け、市道御幸１・６・７・８号線などの周辺道

路の整備も進めています。 

●一方、亀山駅前での新図書館の整備に向け、平成２９年７月に「亀山市立図書館整

備基本構想」を、平成３０年 5 月に「亀山市立図書館整備基本計画」を策定し、当

該計画に掲げる取組を展開するため「図書館管理運営の基本的な方針」及び「図書

館蔵書計画」を策定するとともに、新図書館の実施設計を進めることができました。 

●中心的都市拠点と市内各地を繋ぐ新たな地域交通ネットワークとして、従来のコミ

ュニティ系バス路線に加え、乗合タクシー制度の運行を開始し、高齢者の市中心部

までの交通手段を確保しました。 

 

 

主要事業で位置付けられた事業数:５  事業費:４１億３,２２１万円 

 

 

 

  

亀山駅周辺整備事業・都市開発資金貸付金事業・地域生活交通再編事業・

図書館整備事業・都市づくり戦略推進事業 
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■マニフェストレポートの見方 

 

<例> 

 

 

 

 

〇〇の新定番 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

●●●● 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

マニフェストに掲げた施策の取組結果を５段階で示しています。 

５ マニフェストを完全に実現した 

４ マニフェストをほぼ実現した 

３ マニフェストを実現するため、事業を開始、又は既存事業を拡大した 

２ マニフェストを実現するため、調査・検討を始めた 

１ 未着手 

７つの分野の新定番のいずれかを表しています。 

マニフェストに掲げた 

８８の施策を表しています。 

マニフェスト実現のために 

取り組んだ内容を示しています。 

取組に関連する事業費を示しています。 

事業費は、以下の合計額となっています。 

➀ 平成２９年度～令和元年度の決算額 

➁ 令和２年度の予算額（９月補正予算含む） 
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公の新定番 
 

「開かれた市政」をめざし、市民参画と協働をさらに進めます。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■市民と行政が、それぞれの持つ特性を活かしながら、

住みよいまちにするという共通の目的に向かい、令

和元年度までには、協働事業提案のあった２８件の

事業を実施するとともに、協働に関する講演会の開

催等を行い、協働によるまちづくりを推進すること

ができました。また、市外の団体も含めた協働事業

が展開されるなど協働事業は一定の成果が得られま

した。 

 

１６３ 

 

 

次世代へつけ回さない「身の丈で持続可能な財政運営」を継続します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■第２次及び第３次行財政改革大綱に基づき、持続可

能な財政運営の確立を目指した取組を行いました。

また、長期的な財政的視点から総合計画を補完し実

効性を高めるものとして、長期財政見通しを策定し、

予算編成にかかる基礎資料として活用しています。 

 

― 

 

  

７分野８８の新定番 

１ 
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従来の一時凍結方針を解除し、「市庁舎の建替え計画」の検討を始めます。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■新庁舎整備に係る課題・問題点の整理し基本構想を

策定したとともに、令和元年度からは新庁舎整備の

具体的な計画となる基本計画の策定を進めていま

す。計画策定に当たっては、ワークショップの開催

など市民等の意見も踏まえながら、行政機能の集約

や新庁舎の機能、建設予定地等について検討してい

ます。また、新庁舎整備の財源確保のため、庁舎建

設基金を計画的に積み立てました。 

 

１６９,０８６ 

 

６年間続けてきた市長の給与(５％)・退職金(２０％)の減額措置を継続させ

ます。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■平成２９年３月に亀山市長及び副市長の給与に関す

る条例を一部改正し、特別職の給料の額を５％、期末

手当の基礎となる給料の額を５％、退職手当の額を

２０％削減することを継続しました。 

【削減見込額】６８１万円 

 

― 

 

私自身が推進本部長として「行財政改革」１１６項目を必達します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■第２次行財政改革大綱前期実施計画の１１６項目、

後期実施計画の８６項目の必達に取り組み、市税や

国民健康保険税などの収納率向上や企業誘致活動の

展開等により、５年間で約４億２千万円の効果を得

るなど、持続可能な行財政運営の確立に向け、取組推

進を図りました。こうした取組により、市債残高が 

１１年連続減少するとともに、地方公共団体の財政

力を示す財政力指数をはじめ、経常収支比率、実質公

債費比率が県下１４市中高位を維持しています。 

 

― 
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さらなる「市役所の見える化」により、予算編成過程を公開します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■当初予算のポイントを市民にわかりやすく市ホーム

ページ等で情報発信するため、各市の状況調査や公

開の手法の検討を行い、令和２年度当初予算の編成

過程について、査定額等を議会閉会後に公開しまし

た。 

 

― 

 

現在の部室制を改め、より機能的な組織体制へと改変します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■平成３０年４月に部室制の２層体制から、部・課・グ

ループの３層体制へ組織を再編し、部室制における

課題でもあった職員のマネジメント能力を育成、強

化する仕組みを構築するため、グループリーダーの

職を設置しました。この組織機構の再編により、第２

次総合計画に掲げた施策の着実な推進を図る体制が

整い、一方、グループリーダーについては、グループ

の分掌事務の適正な進行管理や改善等において、そ

れぞれリーダーシップを発揮し、マネジメント能力

の強化を図ることができました。 

 

― 

 

コンビニ収納の拡大による使用料・税の納付における市民の利便性向上を

はかります。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■平成２３年度に導入したコンビニ収納を継続し、全

国のコンビニで２４時間納付可能な環境を維持して

おり、現在、農業集落排水処理施設使用料のコンビニ

収納についての取組を行っています。また、令和２年

度からはスマートフォンアプリ収納を開始し、また、

全国のコンビニエンスストアでの各種証明書の交付

を開始しました。 

 

４０,４９９ 
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長期計画に基づく「公共施設の再編統合」により維持管理コストを低減さ

せます。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■平成２９年３月に「亀山市公共施設等総合管理計画」

を策定し、公共施設の更新や維持管理にかかる将来

費用を６０年間で約２５％削減することを基本方針

として、施設の再編・統合に取り組んでいます。平成

２９年度には、衛生公苑と関衛生センターを統合す

るとともに、老朽化した市営住宅から民間借上型市

営住宅への住替えを促進し、５年間で２７戸の用途

廃止を行うなど、計画的な施設の統廃合によりコス

トの低減に努めました。また、令和元年度には、１０

年間の公共建築物個別施設計画も策定し、実効性を

高めています。 

 

― 

 

「新・ふるさと納税&クラウドファンディング」による新たな財源調達

を実現します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■ふるさと納税の寄附の使途を６つから９つに増やす

とともに、返礼品を１７品目に拡大し充実させ、ふる

さと納税総合サイト「ふるさとチョイス」も活用しな

がら亀山市の魅力を市内外に発信した。また、同サイ

トを活用したクラウドファンディングについても研

究を進めました。 

 

２２９ 

 

ＩＣＴ活用によるオープンデータの開放による利便性向上をめざします。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■市が保有するデータを、市民や地域、事業者などが利

活用しやすいように機械判読に適した形で二次利用

可能なルールの下、各種統計情報など４１件のオー

プンデータを市ホームページで公開しました。 

 

― 
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来る２０２０年の「市制１５周年記念事業」に向けた検討を開始します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■市制施行１５周年記念式典を開催し、市民や本市に

縁のある多くの関係者の方々と共に、記念すべき節

目をお祝いしました。また、自然・歴史・産業が調

和し、未来に向け着実に歩み続ける亀山市の姿をわ

かりやすく伝える市勢要覧の作成・配布や市制施行

１５周年記念特集動画を制作・放映するなど、市へ

の誇りや愛着の醸成に繋げることができました。 

 

 

９８５ 
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子どもの新定番 
 

「第３子以降の保育料無料化」により、多子世帯の負担軽減をはかります。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■平成２９年１０月から市民税非課税世帯の第２子

以降の利用者負担額を無償化し、さらに、平成３０

年４月からは幼稚園については所得割のみ非課税

世帯を対象に拡大して第５２子以降を無償化しま

した。また、令和元年１０月からは幼児教育・保育

の無償化に伴い、３歳以上児の利用者負担額を完全

無償化することに加え、３歳未満児は非課税世帯を

対象として利用者負担額を無償化しました。 

■義務教育修了までの児童の医療費に対して助成を

行い、経済的な負担を緩和することにより、子育て

をする世帯に対する子育て支援を行いました。 

 

７８,４３７ 

 

児童生徒の「生きる力と真の学力」向上への教育力を高めます。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■亀山市学力向上推進計画【第３版】を策定し、児童

生徒一人ひとりの「確かな学力」の向上を図るため、

児童生徒の学力の課題を把握し、授業改善に努めた

結果、基礎基本の内容の定着が図られました。 

■ＡＬＴを配置しネイティブな英語に触れる機会や

優れた芸術を鑑賞する機会を確保し、体力向上に係

る外部講師の派遣についても定期的に行いました。 

■地域の人材を活かした体験活動への参加、地域の

方々の活動に対する思いや生き方を学ぶ学習など

を各校の実態に応じて取り組むことができました。 

■小学校における過密学級の解消と、中学校における

非常勤講師の活用によるきめ細かな指導を実践す

る少人数教育に取り組みました。 

 

２５,９９２ 

２ 
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小学校就学前までの「子ども医療費の窓口無料化」に向けて検討します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■子ども医療費等の助成制度の対象となる小学校就

学前までの子どもを対象に、市内の医療機関や薬局

の窓口での支払をせず、その場で助成が受けられる

「窓口無料化」を平成３０年９月から実施し、さら

に、令和元年９月からは、県内医療機関にまで「窓

口無料化」の対象医療機関を拡大し、安心して子ど

もを育てられる環境づくりにつなげることができ

ました。 

 

７８,４３７ 

 

 

ＰＴＡ活動・総合学習などを活用し親子が共に育む「亀山版・親学」を推

進します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■家庭・地域における教育力の向上を図るため、子育

て中の保護者に対して学びの機会を提供するとと

もに、令和元年度に「かめやまお茶の間１０選（実

践）」を作成し、家庭だけでなく地域全体で子ども

の育みを支えようとする意識の醸成を図りました。 

 

４０４ 
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地産地消「かめやまっ子給食」の充実と「中学校の給食完全化」への検討

を始めます。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■学校給食における地産地消を推進し、市内・県内産

の食材を多用した「かめやまっ子給食」の提供を年

２０回程度実施しました。また、地場農畜産物利用

推進事業を展開し、地域食材を活用した安心安全な

学校給食の提供と食育推進を図るための研修会を

実施しました。 

■中学校給食に関するアンケート調査を実施すると

ともに、先進地視察を行うなど、中学校における小

学校のような給食の実施について、検討を進めまし

た。 

 

１１１ 

 

 

不登校や児童虐待・育児放棄などネグレクトに対する相談支援体制を充実

します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■子どもたちの生活環境等が複雑化・多様化する中、

巡回相談員を派遣しました。また、魅力ある学校づ

くりを推進するために関係機関との連携を行いま

した。 

■子ども家庭総合支援拠点として、全ての子どもとそ

の家庭及び妊産婦等を対象に、心理・教育・保育等

の相談を受け、保健・福祉・医療・教育等の関係機

関と連携し必要な支援に繋がるよう体制を整えま

した。 

 

７,６９８ 
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幼稚園・保育園の一元化と市内２つ目となる「認定こども園」を整備しま

す。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

３ 

■旧法務局・裁判所跡地を活用する「認定こども園整

備事業」について、平成２９年度から事業化し、地

域への説明会や地元自治会の個別ヒアリングを実

施し、事業実施に向けた課題の整理を行いました。 

 

― 

 

 

 

退職教員による学習支援・亀山モデルの充実により「脱・貧困の連鎖」を

はかります。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■生活困窮等により、家庭での学習環境が厳しい生徒

に対して、土曜日等の教育課程以外の時間に個別に

学習支援を行うことで、基礎学力の定着を図ること

ができました。 

 

１,０８６ 
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放課後児童クラブ・居場所づくりなど各小学校区にあった放課後対策を支

援します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■平成３０年度には昼生小学校区に市による放課後

児童クラブの新規設置、西小学校区に民間による放

課後児童クラブ新設への支援を行い、令和元年度に

は亀山南小学校区及び川崎小学校区に市による放

課後児童クラブの新規設置、井田川小学校区に民間

による放課後児童クラブ新設への支援を行いまし

た。現在２０か所の放課後児童クラブに運営の補助

を行い、保護者が労働等により昼間家庭にいない小

学生に対し、授業の終了後や夏休みなどに適切な生

活の場を提供しています。 

■地域での子どもの体験学習や地域の大人との交流

活動を通じて、地域の中で子どもが育まれる居場所

をつくるため、放課後子ども教室について、持続的

展開のための委託業務化を進めました。 

■夏休み等の長期休暇の際、保護者が就労等により家

にいない小学生を対象とした「子どもの居場所」を

開所することにより、子どもの安全な居場所の確保

等に取り組みました。 

■新型コロナウイルス感染症対策として、放課後児童

クラブが感染防止対策物品の購入するための補助

を行い、安心な放課後児童の居場所の確保の支援を

行うことができました。 

 

６９,７３６ 

 

亀山初「社会的養護施設」の設置を支援します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■平成２８年に寄付を受けた土地建物を活用し、市内

で初めてとなる児童養護施設の開設（令和２年４

月）に支援を行いました。 

 

― 
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２１世紀にふさわしく魅力ある図書館への改善のための方策を検討します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■ＪＲ亀山駅前での新図書館の整備に向け、魅力ある

図書館への改善のため、図書館が単に知との出会い

を提供するだけではなく、新たな知の蓄積の場とな

るとともに、市民一人ひとりの学びに応え、市民の

誰もが集える場となるよう平成３０年５月に「亀山

市立図書館整備基本計画」を策定しました。さらに、

この計画に掲げる取組を展開するため「図書館管理

運営の基本的な方針」及び「図書館蔵書計画」も策

定しました。 

 

８１,５８２ 

 

 

小中学校の普通教室における空調設備を１００％整備します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■令和元年度までに、小学校・中学校・幼稚園ともに

全ての普通教室、音楽室、保育室等への空調設備設

置事業が完了し、熱中症予防など健康管理面での課

題に対処することができました 

 

２４,１７３ 
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安心の新定番 
 

緑の健康都市をめざす「ＷＨＯ健康＋１０プロジェクト(仮称)」を展開しま 

す。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■総合計画の戦略プロジェクト「健都さぷり」プロジ

ェクトにおいて、平成３０年７月の健康増進法の一

部改正に先行し、市民や地域の主体的な健康づくり

活動を支えられる環境整備として、市が管理する庁

舎・学校など公共施設における受動喫煙防止対策を

実施するとともに、法改正に合わせて公共施設等の

受動喫煙防止対策ガイドラインを策定しました。ま

た、三重県が実施する「三重とこわか健康マイレー

ジ事業」と連携して「亀山市健康マイレージ事業」

を開始し、市民が健康的な生活習慣を心がけ、健康

寿命の延伸につなげられる事業を展開しました。 

■新型コロナウイルス感染症対策として、免疫力を高

める健康づくりに関するリーフレットにより市民

啓発を図る「ＷＨＯ健康都市/免疫力アップ大作戦」

を展開しています。 

 

１,０８４ 

 

在宅医療を核とする「地域包括ケアシステム」をさらに充実します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■ＩＣＴを活用した医療・介護多職種連携情報共有シ

ステム「バイタルリンク」を導入し、多職種連携強

化を図り、利用登録者数の増加に繋げました。 

■亀山市在宅医療連携システム「かめやまホームケア

ネット」を運用し、在宅医療の充実・医療介護の連

携を強化に努めました。 

■市立医療センターに地域包括ケア病床を開設しま

した。（Ｈ２９:１５床、Ｈ３０:１９床、Ｒ２:２７床） 

 

１,９０５ 

３ 
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全国をリードする３０歳以上５歳毎の歯周病検診を実施します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■国の制度（健康増進法）よりも対象年齢及び検診間

隔を引き下げ、３０歳から７０歳まで５歳毎の年齢

の方を対象に、歯周病検診事業を行い、壮年期から

の口腔の健康づくりの促進を図りました。 

 

９１９ 

 

 

介護予防や認知症対策につながるサロン活動の拠点を１００ヶ所に増やしま

す。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■新しい総合事業の開始により、サロン活動の団体数

は令和元年度には９９ヶ所まで増え、開催回数につ

いても年々増えており、地域の通いの場として高齢

者の外出機会の提供や対象者同士の交流の場を設

けることができ、介護予防活動の啓発に努めまし

た。 

■市広報や介護予防の手引きによる普及啓発のほか、

介護予防教室・認知症予防教室の開催など、介護予

防の推進に努めました。 

 

【介護予防教室・認知症予防教室の開催など】 

 H29 H30 R1 

団体数 78 団体 89 団体 97 団体 

開催回数 1,758

回 

1,854

回 

1,950

回 
 

１,３２６ 

 

  



- 18 - 
 

医学生・看護学生などへの奨学金制度と「三重大学亀山地域医療学講座」

を継続します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■看護学生への奨学金支援（入学支度金又は修学資金

の貸与）を継続して行うとともに、寄附講座設置協

定書に基づき三重大学に寄附を行いました。 

〇奨学金支援（入学支度金又は修学資金の貸与）を受

けた看護学生８人（新規貸与数） 

〇派遣された医師数２人（総合診療科医師１人・整形

外科医師１人） 

○研修医受け入れ人数２人  

〇医学生受け入れ人数１２人 

○医療カフェ開催（講座の総合医、研修医、医学生）

６回（延べ参加１５５人） 

 

１２,４８０ 

 

 

各種ワクチン/予防接種による感染症対策を進め、医療費抑制を実現しま

す。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■日本脳炎、インフルエンザ、ＭＲなど予防接種法に

基づく定期接種及び任意接種費用の一部助成を行

い予防接種の普及を推進し、感染症の地域での流行

や重症化を防止し、市民の健康管理・増進を図ると

ともに、医療費抑制に努めることができました。 

■新型コロナウイルス対策として、高齢者等の予防接

種費用を無償化し、新型コロナウイルス感染症とイ

ンフルエンザの同時流行に伴う医療の混乱と重複

感染による重篤化を防ぐ取組を行っています。 

 

６７,３６６ 
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歩いて楽しく健やかに「亀の細道ウォーキング」の愛好者を増やします。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■地域の人に健康体操やウォーキング等の健康づく

りの大切さを伝達・情報発信するための基礎的な知

識を習得することを目的とした、健康づくり応援隊

養成講座を実施しました。また、養成講座終了団体

のうち希望があった団体へ支援を行い、今後の活動

の継続につなげることができました。 

 

９６ 

 

亀山流「スローフード＝不老フード」運動により食生活の改善を進めま

す。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■食生活改善推進協議会会員を講師に、あいあいや地

区コミュニティセンター等で料理講習会を行い、正

しい食生活について啓発を図りました。 

【料理講習会（あいあい開催分）の開催等】 

 H29 H30 R1 

開催回数 4 回 4 回 4 回 

参加人数 62 人 66 人 59 人 

 

■平成２９年度にはヘルスメイトを養成するための

栄養教室を開催し、１８名が修了しました。 

 

７０ 

 

タブレット端末を活用した「亀山ＱＯＬ・未病クラブ」の社会実験を推進し

ます。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■タブレット端末を活用した亀山ＱＯＬ支援モデル

事業を展開する中で、未病倶楽部の「健康データ測

定記録」を実施し、高齢者の健康管理や認知症予防

の促進につなげることができました。 

 

１,４４４ 
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市立医療センターの経営健全化と「地域包括ケア病床」を新設します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■在宅復帰支援による地域包括ケアシステムの構築

に寄与するとともに、経営の健全化を図るため、平

成２９年４月に地域包括ケア病床を開設しました。

（Ｈ２９：１５床、Ｈ３０：１９床、Ｒ２：２７床） 

■亀山市在宅医療連携システム「かめやまホームケア

ネット」では緊急時等の入院やレスパイト入院の後

方支援病院としての体制を整え、在宅療養者の支援

を行いました。 

■ＰＣＲ外来検査センターの設置など、市立医療セン

ターにおける新型コロナウイルス感染症対策に補

助金等の有効活用を図りました。 

 

３８ 

 

 

国民健康保険制度の運営主体の県移行にともなう変革に的確に対応します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■国民健康保険制度改革に向けたシステム改修等を

行い、平成３０年度からの県の財政一元化に伴う環

境を整備しました。 

 

１,６９２ 
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活力の新定番 
 

新しい産業振興条例の奨励制度により、地元雇用・事業所移転を誘導しま

す。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■平成２９年４月に産業振興奨励条例を改正し、制度

の充実を図ることができました。また、産業振興奨

励金制度により、市内民間産業団地への新規立地１

件や既存企業の設備投資拡大１件があり、１００人

の新規雇用に繋げることができました。 

■亀山・関テクノヒルズに新たに１０区画の分譲地が

造成され、県や産業団地開発主体と連携し、首都圏

での企業セミナーでのＰＲや企業立地フェアへの

ブース出展など積極的な誘致活動を行い、８区画に

５社を誘致しました。 

 

１４,２４８ 

 

  

４ 
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観光・サービス・商業分野における地域経済・雇用・所得の拡大を実現し

ます。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■小規模事業者等を対象とした専門家の個別の経営

指導による経営力向上の取り組みを支援すること

で、地域産業の活性化を図りました。 

■空き店舗改修補助金を創設し創業希望者を経済的

に支援するとともに、商工会議所、観光協会との連

携した取り組みにより、関宿内の観光関連店舗数が

増加しました。 

（Ｈ２９：２２件、Ｈ３０：２４件、Ｒ１：３０件） 

■新型コロナウイルス感染症対策のとして、小規模事

業者経営改善資金の実質無利子化をはじめ、販路開

拓や生産性の向上等の取り組みを支援するための

経営向上サポート事業補助金の創設、飲食店におけ

るお得なテイクアウト商品開発・販売を支援する

「亀山エール飯チャレンジ事業」の創設、コロナ禍

で減収した市内事業者を支援する亀山版/持続化給

付金制度「けいぞく」の創設、消費喚起を促すとと

もに売上が減少した市内事業者への支援を行う市

内限定プレミアム付商品券「ＴＡＫＥＲＵ・たちば

な」の発行など、様々な取り組みを効果的に展開し、

地域経済の下支えを行うことができました。 

 

３０,７９６ 

 

農業委員会の制度改革「攻めの農地利用」への推進体制を整備します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■人・農地プランの実質化や担い手への農地の集積・集

約化、遊休農地の発生防止・解消の取り組みをさらに

進めるため、令和２年度より、農業委員及び農地利用

最適化推進委員の報酬を基本給とは別に活動実績に

応じて能率給を支給できるよう制度改正しました。 

 

１,０２７ 
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Ｋａｍｅｙａｍａ流「働き方/暮らし方のバランス」を探ります。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■平成２９年度から、１１月の第２土曜日からの１６

日間を「亀山市ワーク・ライフ・バランス推進週間」

として設定し、「仕事と仕事以外の生活」との調和

をとり、その両方を充実させる「ワーク・ライフ・

バランス」について考え、実践するための機会とし

ました。 

 ワーク・ライフ・バランス週間期間中には、市内事

業所の事例発表や講演会の開催、文化体育施設の無

料開放を実施など、各種団体と連携し、啓発に取り

組みました。 

■多様な働き方によりワーク・ライフ・バランスが推

進できるよう、企業向け研修会を開催するほか、顕

著な取組を実施している企業等の紹介や表彰制度

を確立し、令和２年度に市内企業６社を表彰しまし

た。 

 

２０２ 

 

 

産業界・金融界・労働界・公募市民等による「経済雇用政策会議(仮称)」

を設置します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■産業界・金融界・労働界、有識者で構成する「亀山

地域産業活性化委員会」において、亀山地域産業活

性化基本計画の策定など、必要に応じて経済雇用政

策に係る意見聴取を行いました。 

 

― 
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市外在住の移住・ＵＩＪターン志向の方々に「選ばれるまち」を提案・発

信します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■高校生とその保護者を対象とした就職懇談会を開

催し、地元企業情報の提供と就職活動の支援に努め

ました。メルマガ登録者に対しては、定期的に就職

情報等の提供を行いました。 

■平成２９年３月に開設したシティプロモーション

専用サイトを通じて、市外の方に亀山市の魅力を分

かりやすく伝えられるよう、市の各種制度やイベン

ト情報の紹介に加え、移住者等のライフスタイルイ

ンタビュー記事やまちの魅力紹介ムービーなどを

掲載し、生活者自らの声や姿など、共感性の高い情

報発信を行いました。 

■首都圏から本市への移住定住の促進、観光等の交流

人口や二拠点居住等の関係人口の増加に向け、ＰＲ

や情報発信、移住相談等を行う「移住・交流促進ア

ドバイザー」を募集し、移住定住の取組強化を図り

ました。 

 

１,１２８ 

 

 

工業団地「亀山・関テクノヒルズ」への成長分野の企業立地を促進します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■平成３０年度完成の新区画に、寿がきや食品(株)、

エア・ウォーター(株)、冨士発條(株)など、トップ

セールスを行いながら企業誘致を進めました。 

 

― 
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「カメジョブキッズ」や熟練の職人などによる子ども達への職業体験の機

会を増やします。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■事業者、商工業団体、行政が一体となり、子ども達

が地域企業の職業体験を行う機会として、亀山商工

会議所が主催する「カメジョブキッズ２０１８」を

支援しました。 

■中学校において職場体験や交流学習などの体験活

動を通して、生徒の社会性などの育成を図ることが

できました。 

 

３７９ 

 

 

後継者不足にある農業・林業分野での経営体・担い手の育成を促進させま

す。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■地域の中心となる営業体（担い手）を確保し、集落

単位での「人・農地プラン」の作成を支援すること

で、農地利用の促進に繋げました。 

地域農業を支える生産組織の持続的な経営を図る

ため、生産調整を行う組織に補助金を交付し、農業

経営の安定化を図ることができました。 

■林業施業の効率化と、安定した事業量を確保し経営

の安定化が図られるよう、林業事業体の森林整備事

業に対し補助金を交付し支援を行いました。 

 

９,９７７ 
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「伊勢ノ国・亀山まほろば」街道観光との連携により観光入込１５％増大を

めざします。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■「まち遊ぶ～亀山まほろば街道～」事業を「かめや

ま文化年２０１７」の企画事業として実施し、亀山

市の魅力を発信することができました。 

■商工会議所、観光協会との連携により、様々な機会

に観光ＰＲを行った結果、関宿来訪者は１６％増と

なりました。 

【関宿来訪者の推移（玉屋歴史資料館）】 

H29：13,838 人、H30：15,211 人、R1：16,050 人 

 

３３９ 

 

 

亀山紅茶・みそ焼きうどん・亀山ラーメンに続く「食の６次産業化」を進

めます。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

３ 

■地域ブランド認定制度を確立し、商品のブランド化

を行うことにより、既存特産品の販路拡大と新規特

産品の発掘から販路確保までを一貫して支援する

ため、農商工が連携して事業展開のための調査・研

究を行いました。 

 

９０ 

 

 

コミュニティビジネスや意欲ある若者・女性の起業化を応援します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■創業塾の継続的な開催や空き店舗等活用支援補助

金を創設するなど、若者・女性への支援も充実させ

ながら、市内での創業を促進することができまし

た。 

 

１,５２０ 
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関宿などにおけるＷｉ­Ｆｉスポットを拡大します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■玉屋歴史資料館、百六里庭、いっぷく亭に加え５個

所（計８か所）にＷｉ-Ｆｉスポットを増設し、関

宿における通信環境を整え、観光客の利便性の向上

を図ることができました。 

 

１５１ 
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緑と文化の新定番 
 

鈴鹿川・最上流地域を有する誇りと責務「鈴鹿川源流のもり条例（仮称）」

を制定します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■鈴鹿川等源流域における歴史的資源とそれらを生

み出した源流域の豊かな自然環境をかけがえのな

い財産として守り、次世代に継承することを目的と

した「亀山市鈴鹿川等源流域の自然環境と歴史的資

源を守り継ぐ条例」を平成３１年３月２９日に制

定・施行しました。 

■産学民官で構成する鈴鹿川等源流の森林づくり協

議会を設立し、地域資源を守り未来へ繋げる活動を

行っています。 

 

２４０ 

 

田園都市・亀山らしい「農ある暮らし・半農半〇」を提唱します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■都市部での移住フェアへの参加や農業体験を取り

入れた市内体験ツアーの開催等を通して、亀山市へ

の移住をＰＲすることができました。 

 

１,３７６ 

 

全国をリードするゴミ処理方式「埋め立てゼロ/山元還元」を継続させま

す。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■廃棄物の溶融処理後に発生する溶融飛灰は、山元還

元方式により発生全量を再資源化処理し、最終処分

量ゼロを継続しています。 

 

１５,９９８ 

 

  

５ 
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鈴鹿山系に魅惑のトレッキングコース「亀山７座トレイル（自然遊歩

道）」を整備します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■平成３０年に亀山７座を選定し、市民活動団体であ

る亀山７座登山道活用ネットワークを結成し、登山

道の調査や修繕を行い、７座トレイルを整備しまし

た。継続的に講習会や登山イベントを実施し、鈴鹿

川等源流域の自然の素晴らしさを発信しています。 

 また、令和３年６月に、亀山７座の高畑山周辺をメ

イン競技会場として、第６８回東海高等学校総合大

会の登山競技が開催されることが決定しました。 

 

７３５ 

 

地域の防犯灯などのＬＥＤ化を更に促進します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■防犯環境の向上は、安心して暮らすことができる地

域社会の実現を図るため、１５１基のＬＥＤ防犯灯

の新設と、６６２基の既存防犯灯のＬＥＤ化を行い

ました。 

■道路照明灯のＬＥＤ化を計画的に進め、平成２９年

度に１４基、平成３０年度に２３基、令和元年度に

１４基、令和２年度前期に１４基、計６５基の照明

灯のＬＥＤ化を行いました。 

 

８,５９４ 

 

市直営・コンポストセンターの経営効率化のため、民間委託へと転換します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■市が直営で運営してきた亀山市刈り草コンポスト

化センターは、平成３１年４月に民間事業者に運営

移譲し、経営の効率化を図ることができました。 

 

１４,６３２ 
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地球温暖化防止としての環境林整備と木材利用を促進します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■森林の持つ二酸化炭素吸収による地球温暖化防止、

水源のかん養、災害防止など公益的機能を持続的か

つ高度に発揮するため、環境林約３１０ｈａを整備

しました。 

■森林環境譲与税を活用し、手入れの行き届かない森

林の適正管理に向け、鈴鹿川最上流域となる坂下地

区において事業着手しました。 

■亀山木材産業協同組合と協働し、木工教室を開催す

るなど地域材のＰＲ活動を行いました。また、地域

材の魅力を発信することにより、地域材を活用した

関の山車会館などの建築や製品の購入を促しまし

た。 

 

１２,４３０ 

 

 

「亀山市民大学・キラリ」に環境大学院を設置します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■平成２９年３月に策定した生涯学習計画に基づき、

新しい学びの場である「かめやま人キャンパス」を

令和元年度に開講し、受講者が地域の中で活躍でき

るような実践的な学びを展開しました。 

 

５,６９２ 
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多彩かつ創造的な「かめやま文化年プロジェクト」を推進します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■かめやま文化年２０１４での「みつめる」、２０１

７での「つながる」で育まれた人や文化のつながり

により、亀山市の文化資源の価値を更に高めまし

た。 

■令和２年度のかめやま文化年２０２０は、「かがや

く」をテーマとし、今まで培った文化にさらに工夫

を加え様々な人や団体が自己表現による満足感を

感じれるよう、テーマに沿った各種事業、イベント

等について検討し実施計画を策定しました。 

 かめやま文化年２０２０に向けて、文化年プレ事業

等を実施し、様々な人や団体が文化に触れ、文化交

流できる機会となるよう、亀山の文化を市民だけで

なく市外・県外へも情報発信し、気運を高めました。 

 

３,９６７ 

 

 

日本三関の一つである「鈴鹿の関」国史跡登録を実現します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■発掘調査等の結果、鈴鹿関の西外郭線（一部）の位

置と構造が確認され、その部分について国史跡指定

への意見具申を行いました。 

 

７８１ 
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三重国体への準備として、西野公園体育館の空調設備と野球場を芝生化し

ます。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■平成３０年の全国高等学校総合体育大会や令和３

年三重とこわか国体の開催に向け、競技会場となる

西野公園体育館の空調設置、野球場の人工芝敷設を

中心とした改修を行い、快適な競技環境を整備しま

した。 

 

３１,６９０ 

 

東海道と鈴鹿峠を舞台とする自転車競技「ヒルクライム・鈴鹿峠(仮称)」開

催に挑みます。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

１ 

（東海道と鈴鹿峠を舞台とする自転車競技開催につ

いて検討を行った結果、自転車競技の開催には至りま

せんでした。） 

 

― 

 

名誉市民・中村晋也氏の作品の展示・設置等を進めます。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■市美術展に、毎年、中村晋也氏の作品を展示し、積

極的に優れた文化芸術を鑑賞できる機会を提供で

きました。 

 平成２９年度には、市美術展特別展として「中村晋

也・上田秀洋 二人展」（名誉市民・中村晋也氏６

点、市文化大使・上田秀洋氏１８点を展示）を実施

しました。 

 

１,００５ 
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５０,０００都市の百科事典として「平成版・九々五集」を編纂します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

１ 

（５０,０００都市の百科事典としての「平成版・九々

五集」の編纂について検討を行った結果、「平成版・

九々五集」の編纂には至りませんでした。） 

 

― 

 

 

アートと街なみを活かした「亀山トリエンナーレ」の開催を支援します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■東町商店街・西町旧東海道沿いで、現代美術の祭典

「亀山トリエンナーレ２０１７」が開催され、総勢

１０２組の作品が、商店、民家、市文化財などに展

示され、市内外から多くの来場者が訪れ、魅力にあ

ふれた現代美術の世界を感じる機会を創出するこ

とがでました。 

■市美術展に、毎年、中村晋也氏の作品を展示し、積

極的に優れた文化芸術を鑑賞できる機会を提供で

きました。 

 平成２９年度には、市美術展特別展として「中村晋

也・上田秀洋 二人展」（名誉市民・中村晋也氏６

点、市文化大使・上田秀洋氏１８点を展示）を実施

しました。（再掲） 

 

１,００５ 
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市内の鉄道遺産・金王道・安楽越・ヤマトタケル御陵などの歴史的・文

化的資源を磨きます。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■明治２３年（１８９０）の鉄道開業当初の面影を色

濃く残す鉄道遺産群を広域的に活用するため、伊賀

市及び甲賀市と連携して歴史的鉄道構造物を巡る

ウォーキング事業の実施に向けた協議を進め、来年

度実施の予定をしています。また、ＪＲ加太駅舎に

ついては、鉄道利用者等の利便性を向上させるとと

もに、地域のにぎわいと交流、歴史観光資源の情報

発信の場として活用するため、木造駅舎の佇まいと

温もりを残した駅舎改修を進めています。 

■「かめやま文化年２０１７」の企画事業の一つであ

る「まち遊ぶ～亀山まほろば街道～」事業を実施し、

「かめやま歴史みちサミット」では金王道ウォーキ

ング１０周年記念講演を行うなど、鉄道の町として

の亀山市の魅力を発信することができました。 

■日本武尊白鳥伝説にゆかりにある大阪府羽曳野市・

奈良県御所市との市民レベルの交流促進をはじめ、

日本書記編さん１３００年の節目の年に当たり日

本武尊・弟橘媛をテーマとした企画展や情報発信等

を行いました。 

■計画策定を進めている「第２期亀山市歴史的風致維

持向上計画」において、金王道や安楽越の位置付け

を検討しています。 

 

７６９ 
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都市の新定番 
 

まちの拠点性向上をめざし「亀山駅周辺街区の再開発事業」を進めます。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■平成２９年に亀山駅周辺地区・２ブロック市街地再

開発準備会が設立され、平成３１年３月１５日には

亀山駅周辺２ブロック地区市街地再開発組合の設

立認可を受け、第一種市街地再開発事業に着手しま

した。令和２年３月１９日には権利変換計画認可を

受け、令和２年度より各種工事に着手しました。本

年１１月６日には、施設建築物新築工事の起工式が

行われました。 

 

３１３,５５７ 

 

 

将来のリニア停車駅を活かした地域づくりへの調査研究を進めます。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■平成２９年度に「リニア中央新幹線中間駅設置・開

業による影響把握調査」を実施し、亀山市内に停車

駅が設置された場合の社会・経済的な影響・効果に

ついて調査分析を行い、リニアを活かしたまちづく

りについての研究を進めました。 

 

２２５ 

 

  

６ 
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美しく風格あるまちを目指す「歴史的風致維持向上計画」を推進します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■歴史的な町並みの保存整備を図るため、歴史的風致

維持向上基本計画に基づき、旧佐野家の環境整備工

事と関の山車会館整備工事を行うとともに、国の重

要伝統的建造物群保存地区である関宿の修理修景

事業を継続的に実施し、その保存修理修景完了率は

５７％を超えました。また、現在、「第２期亀山市歴

史的風致維持向上計画」の策定を進めています。 

 

３７,５７１ 

 

 

地域の「ちびっ子広場」整備支援と公園へのベンチ・健康遊具等の設置を

拡充します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■令和元年度には下庄自治会の公園新設、令和２年度

には下白木自治会の公園のブランコやベンチの修

繕に対し補助を行うことにより、地域の公園の整備

支援を行いました。 

■平成２９年度に西野公園東屋設置工事を、令和２年

度に亀山公園（ますみ公園）整備工事を行い、西野

公園内テニスコート横東屋及びますみ公園東屋の

機能拡充を図ることで、公園利用者の利便性の向上

に繋がりました。 

 

３,１０４ 
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電柱新設の原則禁止などにより、絵になる「都市景観」をつくります。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■ ＪＲ亀山駅周辺整備事業では、市街地の良好な景

観形成を図るため、無電柱化事業を実施していま

す。 

■景観法に基づく届出制度の運用により、景観形成基

準に即した良好な景観形成を図ることができまし

た。さらに、景観計画のパンフレット配布等により、

亀山市の景観計画について周知を図ることができ

ました。 

 

１６６,０８４ 

 

 

公園などにある公共トイレを計画的に再生させます。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■平成３０年度に亀山公園トイレの建替や関まちな

み文化センター・関宿観光駐車場トイレの洋式化等

を進め、令和元年度・２年度に西野公園トイレの建

替を行うなど、公園施設の利便性に配慮し、老朽化

した公共トイレ等を計画的に再生させることがで

きました。また、現在、ますみ児童公園のトイレ修

繕についても取り組んでいます。 

 

１０,９３６ 
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地域が主体となる新しいバス運行形態やデマンド交通の実現を支援しま

す。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■コミュニティバス路線の再編を行うとともに、市民

の移動需要の実情に効率よく対応でき、鉄道・バス

を補完する新たな交通手段として、市内全域での乗

合タクシー「のりかめさん」の運行を開始しました。 

■平成３０年１０月から公共交通の施策として「乗合

タクシー制度」を導入したことに伴い、高齢者のタ

クシー料金助成事業については、対象者を心身等の

事情により乗合タクシーに乗車することができな

い人とし、必要な人に必要な施策が提供できるよう

見直しました。 

【交付者数】 

Ｈ２９：４，０９５人、Ｈ３０：３，９１１人、

Ｒ１：３，４６２人 

■乗合タクシー「のりかめさん」の更なる利便性向

上に向け、三重県のモデル事業として、スマート

フォン予約やＡＩによる配車などの実証実験に取

り組んでいます。 

 

５１,４３７ 

 

 

犯罪抑止のため都市公園等への防犯カメラの設置拡大をはかります。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

３ 

■防犯カメラの設置は、犯罪の抑止や事件・事故の解

決に重要な役割を果たすことから、小・中学校、保

育所、幼稚園、認定こども園や市の各機関への設置

に加え、令和２年度には西野公園に防犯カメラを設

置しました。 

 

６０ 
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下水道の事業拡大による生活排水処理率・９０％の達成を早期に実現しま

す。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■本町南部、城跡北部、井田川・能褒野、亀山東部、

布気、野村の各処理分区において下水道管渠布設工

事を行うとともに、合併処理浄化槽への転換、新設

に対し補助金の交付を行いました。 

その結果、令和元年度末における汚水処理人口普及

率は８８.３％となりました。 

 

２４０,６７２ 

 

 

活力の基盤「新名神・鈴亀道路・Ｒ１バイパス」などの交通インフラ整備を

促進します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■国及び県に対して、路線ごとに整備要望を年１回行

い、インフラ整備の促進に努めたことにより、新名

神高速道路三重県区間（新四日市ＪＣＴ～亀山西Ｊ

ＣＴ）については平成３１年３月１７日に全線開通

し、同年１２月２１日には亀山西ＪＣＴが完成し、

東名阪自動車道の慢性的な渋滞が解消されました。 

■都市計画道路西丸関線のうち、国道１号亀山バイパ

ス以西の県道亀山関線及び市道野村布気線の区間

については、令和元年７月１９日に全線開通し、交

通の利便性向上につながりました。 

 

２５１ 
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熊本地震等の教訓により住宅耐震化支援の継続とハザードマップを刷新し

ます。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■住宅耐震診断、補強計画、補強工事、除去工事等に

ついて補助金を交付し、住宅耐震化を支援すること

ができました。また、公道に面したブロック塀の撤

去に関して助成金を交付し、災害に強いまちづくり

に寄与することができました。 

■市民の方が、安全な避難の確保に努めて頂けるよ

う、洪水ハザードマップ、土砂災害ハザードマップ、

ため池ハザードマップ、地震ハザードマップその他

各種防災情報を掲載した、解りやすく、見やすい総

合防災マップの令和２年度末の完成に向け進めて

います。 

■市内高齢者や障がい者の住宅に対し、家具等の転倒

防止固定器具の取付や配布により、地震発生時の予

防措置に貢献することができました。 

 

１８,７６６ 
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友好提携都市/岡山県高梁市・青森県五所川原市との市民・人事の交流を

行います。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■職員の人事交流については、平成２９年度にかめや

ま文化年２０１７のファイナルに合わせ、文化に特

化した短期間の職員間交流を行いました。 

高梁市との歴史・文化交流として、市芸文協会員、

かめやま文化年プロジェクト推進委員会委員を使

節団として派遣し、団体間の交流を深めることがで

ました。また、高梁市からも文化団体を招待し、ミ

ュージカルの披露や高梁市の松山踊りや亀山市の

灯おどりの披露などを行い、両市のつながりや文化

を多くの方に知っていただく機会とすることがで

きました。 

■平成３０年７月豪雨の際には、岡山県高梁市との災

害時相互応援協定に基づき、物資の支援、見舞金に

よる支援、ふるさと納税代理寄付金の手続きによる

支援を実施しました。 

 

４８９ 
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安全のための「空き家対策」と地籍調査を推進します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■特定空家等に対して解体や適正管理に関する助言

や指導を行うとともに、空き家情報バンクを運営

し、空き家の売買や賃貸を促進し活用につなげるこ

とができました。 

■中町②地区（平成２９年度）、本町②及び中町③地

区（平成３０年度）及び北裏①地区（令和元年度）

において地籍調査事業を行い、同時に狭あい道路事

業の中心線立会いも実施したことにより、事業の効

率を高めることもでき、個人財産保全の負担軽減に

つなげることができました。また、みずほ台①地区

（平成２９年度）において官民先行調査を行い、大

規模災害発生時に迅速なライフラインの復旧が可

能となるよう官民境界を明確にすることができま

した。 

 

５,７３５ 
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市民の新定番 
 

２２地区のまちづくり協議会が進める共助の活動を「地域予算制度」で応援

します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■平成２９年度に、地域の課題解決をはかるための地

域まちづくり交付金と、より積極的な事業展開を行

う場合に交付する地域活性化支援事業補助金の２

つの助成制度で構成する「地域予算制度」を創設し

て、地域まちづくり協議会に財政的支援を行うこと

で、地域特性に応じた主体的な地域まちづくり活動

が展開されました。 

 

９,４５５ 

 

 

現在三重県一である各種審議会への女性参加率・未踏の４０％を達成し

ます。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■人口減少が進む中、男女が性別に関わりなく、個性

と能力を十分に発揮する機会が確保され、様々な分

野で活躍できる社会の実現に向け、男女共同参画基

本計画に基づき、市民一人ひとりの意識啓発に努め

ました。 

■市の政策・方針決定過程へ女性の視点を取り入れる

ことにより、市のあらゆる分野において多様な価値

観と発想が取り入れられると考え、各種審議会等に

おける女性の登用率について、目標を４０％に設定

し取り組んでいます。 

【各種審議会等における女性の登用率】 

Ｈ３１．４．１現在：３２．９％ 

Ｒ ２．４．１現在：３２．０％ 

 

― 

 

  

７ 
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シニア世代の皆さんの雇用促進・健康づくり・仲間づくりを支援します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■一人暮らし等の高齢者が住み慣れた地域で安心し

て暮らせるよう、介護用品の支給、配食サービス

や緊急通報システムなど、必要な人に必要なサー

ビスを提供することができました。また、高齢者

の生きがいづくりや介護予防につなげる取組とし

て、老人クラブやシルバー人材センターの活動を

支援しました。 

■新型コロナウイルス感染症対策に伴う緊急雇用対

策として、会計年度任用職員を募集しました。 

 

１０,６１０ 

 

地方創生「若者未来会議」を通じた学生・青年の社会参加を促進・協働しま

す。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■かめやま若者未来会議では、各年度の事業目標（テ

ーマ）を段階的に設定し、市イベントへの参加や先

進地視察、交流会などの事業に取り組み、令和元年

度については、住みやすい、楽しい、誇れるまちの

実現に向けた「まちづくりアイデア（政策提言）」

の取りまとめが行われました。 

 

１９８ 

 

受益者分担の原則に基づき、誰もが迎える最期の「火葬の無償化」を検討し

ます。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

２ 

■検討を行った結果、本市の火葬施設使用料の受益者

負担率はゼロではないものの、近隣自治体の状況と

の比較において十分に低い水準にあると考えられ

ることから、「受益者負担の適正化に関する基準」

に照らし、現行水準を維持することとしました。 

 

― 
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特殊詐欺などの被害を未然に防ぐための消費者行政の機能を高めます。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■消費者被害の防止のため、かめやま・安心メールや

出前講座の開催により啓発活動を行っています。令

和元年度からは、市ＨＰにて全国で発生している詐

欺被害等を毎月公開しています。 

■消費者被害が日々複雑化する中で、鈴鹿亀山消費生

活センターとの情報共有を徹底し、市民に向けた啓

発活動及び相談体制の充実を図っています。 

 

２,９３３ 

 

市民活動応援制度「えがおカード」による支えあいの循環を促進します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

４ 

■市民活動応援制度の実施から７年目を迎え、登録団

体数と応援券の使用率は増加傾向であり、市民活動

の活性化が図られ、支えあいの循環は促進されてい

ます。 

■市民参画協働事業推進補助金については、毎年スタ

ートアップ補助金を交付して、市民活動を始める団

体への財政的支援を行っています。また、年６回相

談所を設置し、市民活動団体からの活動支援に関す

る相談の体制を整えています。 

 

２,９１８ 

 

夏の風物詩「納涼大会」に新しい魅力を加えます。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

３ 

■例年実施してきた「灯おどり」の市民総おどりに、

本市の伝統芸能の一つである「葛葉太鼓」を組み合

わせることにより、納涼大会の魅力を高めることが

できました。 

 

２,７１３ 
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防災・減災のための自主防災組織の設立１００％を達成します。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

３ 

■新たな住宅団地の開発に伴い結成された自治会や

自主防災組織が結成されていない自治会に、自主防

災組織の必要性を認識いただくよう働きかけると

ともに、防災資機材の支給や購入等に対する補助を

行うことにより、現在、自主防災組織が２０１団体

結成され、地域防災訓練や防災講座等が実施される

など、各地域における自助・共助を基本とした防災

力の向上及び防災意識の醸成に繋げることができ

ました。 

 

８６３ 

 

 

Ｇ７ジュニアサミットｉｎ三重の経験を活かし、国際交流への醸成をはかりま

す。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

５ 

■コミュニケーションツールとなる日本語の習得の

ため、市民活動団体と協働で日本語教室を開催して

います。広報紙「かめやまニュース」を英語、ポル

トガル語に加えて、やさしい日本語でも発行し、や

さしい日本語の普及に努めるとともに令和２年２

月から１２言語対応の外国人生活相談窓口を開設

して外国人住民の暮らしの不安解消に努め、共に地

域社会の一員として暮らせる環境づくりを推進し

ました。 

 

２,４３８ 
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「まちの記憶」としての市民生活・まちづくりなどを記録するしくみをつ

くります。 

取組 

結果 
取組内容 

関連事業費 

（万円） 

２ 

■市民生活を記録するしくみについて検討を行いま

した。なお、市制施行１５周年に当たり作成した市

勢要覧において、１５年の振り返りを掲載しまし

た。 

 

４７０ 
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Quality of Life。 

すべては未来のために! 
 

 

 


